

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































朝は 6時におきて 8時に出勤、 9時から18時までの
仕事で、20時までにその日のすべてのことを終われ
せて、以降 2時頃までは自由時間という風だったら
いいです。
10年後結婚していると仮定して、朝は 7時に起床、
8時までに朝食をとって12時までに掃除と買い物を
済ませます。お昼は習い事をしたいです。18時から
19時の間に夕食を食べて、以降は 2時ごろまで自由
時間にしたいです。（仕事はやらないです）」
「もし公務員になったらの話ですが、趣味の方面
を充実させたいと思います。習い事などいいなあと
思います。多分実家住まいだと思います。10年後、
もし結婚していたらの話ですが、子どもがいれば専
業主婦がいいかなあと思います。そしてやはり趣味
を充実させたいです。多分専業主婦は結構暇だと思
うので」
「私自身もそうですが、グループでも、みんな
「趣味の時間を大切にしたい」という意見を持って
いました」
②趣味の時間を大切にしたい
5 第１１回「これからの夢と目標を考える」（６月）
「 5年後、10年後の時計を書いてみて、 5年後は
みんな 2パターン（大学院または仕事）だけれども、
10年後はさまざまな道にあるんだなと思った。10年
後どんな人生になっているかわからないけど、最低
でも 1人で生きていける生活生計を立てて起きたい。
後できれば結婚したい。やはり、女性にとって結婚
は人生の変わり目なんだなと今回の授業をやってい
て思った。結婚できるかできないかはともかくとし
て、人に頼るより自分で立って生きていける人間に
なりたい」
「うまく就職できて、それでそのままバリバリ仕
③１０年後はさまざまな道、仕事中心か家庭中心か
現代GP成果報告会・講演会に参加し、キャリア
教育、「キャリア開発Ⅰ」がどのように大学で位置
づけられているかを再度全学的な報告会で再確認す
る。また、内閣府男女共同参画局企画調査官から
「ワークライフ・バランス」の講演を聞き、現在の
社会潮流と自己の将来像を再度考えてもらった。
講義の内容や方法について学生のコメントの事例
から、「キャリア開発Ⅰ」の「夢や目標を育む―将
来を考えながら生き方を模索する」という授業目標
はほぼ達成されたと考えられる。また、先に挙げた
授業内容「キャリア教育全体の基礎とする。大学で
学ぶことの意味や目標を明確にし、自分の選んだ学
部学科との関連性や自己を理解する。自分の関心に
従い、新たに吸収した知識を整合させ、自分の関心
と勉学が自分の将来と人生にどのように関わるかを
考え、大学生として必要な資質を養う。人間が生き
るということ、人生設計の重要性を知り、女性の生
き方や社会変化を知り、自己の将来や人生を大まか
に描き、キャリア教育を学ぶとはどういうことなの
かについて理解を深める。」もほぼ達成されたと言
える。
特に、グループワークや発表など講義の方法によ
る授業内容の達成の効果は大きいことが判明した。
次の最終レポートの記述がそれを代表している。
「講義といえば聞くだけのものと考えていた私に
とっては、キャリア開発というこの講義は他のもの
とは少し異なるもので楽しかった。今までの自分を
振り返り、さらに皆の前で発表するということは普
段あまりする機会がないことであるので、私にとっ
ては貴重な体験となった。また他人の意見を聞くこ
とにより、自身とは異なる新しい考え方を得ること
ができた。
この後は学科専任教員が担当する。12回の講義に
対してのレポート課題は、「キャリア開発Ⅰ｣の中で、
①一番関心を持ったこと、②この授業を受けて考え
がどう変わったか、③これから学んだことをどう生
かしたいかの 3点について記述する、である。
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事中心で生きていくのか、結婚して子どもを産んで
家庭中心に生きていくのか 2つに分かれやすいのか
なと思った。発表を聞いていると家庭を気付いて生
活していくというスタイルの人が結構多かったのが
印象的だった。みんな具体的に 5年後、10年後を想
像していてすごいと思う。私はまだ漠然としていて
細かく書けなかったが、だんだん具体的に未来の計
画を立てて生きたい」
10年後は結婚して専業主婦になろうとしている人
と、結婚や子どもが生まれても仕事を辞めないでと
考えている学生では、時間の使い方に差が見られる。
6 第１２回　現代GP成果報告会・講演会に参加（７月）
まとめ
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この講義では、一人で考え、発表するという形式
と、適当に小グループに分かれ、そのグループ内で
自分の意見や考えを話し合い、後で代表者が発表す
るという 2つの形式があったが、私は後者のほうが
良かったように感じられる。なぜならば、グループ
内の皆で話し合うということは他人の意見や考えを
得ることができるからだ。自分だけであったら考え
もつかないようなことを発言する学生に、私はこの
講義ですでに数回出会っている。このことは新しい
ものの捉え方、考え方を知るきっかけとなり自分の
成長へとつながった。それに、同じ意見を持つ子で
あってもそれぞれ微妙なニュアンスが違ってくると
いったこともあり、良い刺激となった。
また、グループ分けの際は適当であったが、前回
の講義と同じ面子にならないようにという工夫がな
されていたので、同じ学科に在籍する者同士であっ
たにもかかわらず、今まで会話したこともない人と
話すこともでき、学科内におけるコミュニケーショ
ンの良い機会にもなっていたように感じられる。特
に女子はグループで固まりやすく、いったんグルー
プが形成されてしまうと他のグループの子たちとは
あまりかかわりを持たないという閉鎖的な人間関係
になってしまう傾向が良くあるので、なおさらいい
ように感じられた。まだ 1回生ということもあり、
学科全体で講義を受けることのほうが多く、なかな
か少人数で話し合うという機会が少ないので、一人
ひとりの意見をしっかり聞くことができるこのよう
な講義形式は新鮮であった。
また女子大ということもあり、これからの女性の
社会でのあり方について考える機会が多かったよう
に感じる」。
このように、講義形式のさまざまな工夫は、授業
効果を高め、また 1回生前期に「キャリア開発Ⅰ」
を置いた効果が明確に見られる。
しかし、一方で課題もある。グループで意見や話
し合い、発表の方法をとるために、自分のことを言
いたくない学生やコミュニケーションがうまくいか
ずグループでワークをしない場合も時に見られる。
各学科担当の非常勤講師と専任教員とが連絡を取り
合い、授業内容や方法、学生の反応、また前の12回
分と後の 3回分の接続のコミュニケーションをとり
あったが、学生にとってなぜ途中で教員が変わるの
かがわかりにくい点も見られた。評価方法は、点数
ではなく合否としているが、積極的に取り組んだか、
コメントは充分書けているか、出席率はどうかなど、
キャリア教育の評価は初めてであり、今後評価のあ
り方も課題がある。
